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巻頭言    

 

学長 松村 明  
 

8 月 2 5 日 か ら 9 月 4 日 ま で ド イ ツ の ボ ー フ ム 健 康 科 学 大 学 、 ボ ー フ ム 市 、

B e r g m a n n s h e i l 病 院 （ ド イ ツ 最 大 級 の 労 災 病 院 ）、 サ イ バ ー ダ イ ン ・ ド イ ツ 社 、

W i t t e n / H e r d e c k e 大 学 医 学 部 を 訪 問 し た 。（ 2 5 ~ 2 7 日 は 松 村 の み 、 ボ ン 大 学 、 I n s t i t u t e  

o f  R e c o n s t r u c t i v e  N e u r o b i o l o g y ( 神 経 再 生 医 療 研 究 室 ) を 訪 問 し た ）。  

 

コ ロ ナ 禍 の 中 で の 訪 問 だ っ た が 、 ド イ ツ で は 屋 外 で は マ ス ク は 着 用 せ ず 、 飛 行 機 ・ 電

車 ・ 決 め ら れ た 屋 内 施 設 で の マ ス ク 着 用 が 行 わ れ て い た 。 街 中 に は あ ら ゆ る と こ ろ に 迅 速

抗 原 検 査 、 P C R 検 査 を 行 う 臨 時 施 設 が 設 置 さ れ て お り 、 予 約 な し で も P C R 検 査 ま で 行 え

る 体 制 が 整 え ら れ て い た 。 特 に 迅 速 抗 原 検 査 は 無 料 で 受 け ら れ る 場 合 が 多 く 、 し っ か り と

し た 防 御 態 勢 が 整 備 さ れ て い た 。  

 

ボ ー フ ム 健 康 科 学 大 学 （ H o c h s c h u l e  G e s u n d h e i t  B o c h u m ;  H S G  B o c h u m ） は ド イ

ツ で ほ ぼ 唯 一 の 医 療 系 4 年 制 大 学 で あ り 、 総 合 大 学 で 医 学 部 を も 有 す る R u h r  U n i v e r s i t y  

B o c h u m  ( R U B ) に 隣 接 し た G e s u n d h e i t s  C a m p u s  ( 日 本 語 に す る と 健 康 キ ャ ン パ ス ) に

立 て ら れ て お り 、 民 間 の 医 療 系 企 業 が そ の キ ャ ン パ ス 内 に 進 出 し て 産 学 連 携 な ど を 推 進 し

て い る 。  

H S G の キ ャ ン パ ス は 茨 城 県 立 医 療 大 学 （ I P U H S ） と ほ ぼ 同 様 な 規 模 で あ り 、 講 義 室 、

実 習 室 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ラ ボ 、 学 生 食 堂 、 図 書 館 な ど が 整 備 さ れ て い た が 、 体 育 施 設 は

自 前 で 有 し て い な か っ た 。 独 自 の 病 院 は 持 た ず 、 市 内 外 の 2 0 以 上 の 病 院 で 実 習 を お こ な



っ て い る と の 事 で そ の 管 理 が 大 変 だ と の 事 で あ っ た 。  

訪 問 初 日 の 歓 迎 会 に 引 き 続 き 、 2 日 目 は 両 大 学 の 学 長 に よ る 各 々 の 大 学 の 紹 介 に 引 き 続

き 、 ド イ ツ の 医 療 体 制 の 紹 介 が 行 わ れ 、 活 発 な 質 疑 応 答 が 行 わ れ た 。 3 日 目 は 午 前 中 に ボ

ー フ ム 市 が 準 備 し た バ ス に て 市 内 を 一 周 し 、 市 内 外 の 雰 囲 気 を 感 じ 取 る こ と が で き た 。 そ

の 後 、 ボ ッ フ ム 市 庁 舎 に E i s k i r c h 市 長 を 訪 問 し た 。  

こ の 際 、 筑 波 大 学 の 訪 問 団 も 来 て お り 、 市 庁 舎 の ホ ー ル で 還 元 レ セ プ シ ョ ン が 行 わ れ た 。

ボ ー フ ム 市 と つ く ば 市 は 2 0 1 9 年 に 「 連 携 合 意 書 」 を 締 結 し て お り 、 こ の 日 に 地 下 鉄 の 市

庁 舎 駅 の ホ ー ム に つ く ば 市 の 案 内 看 板 が 新 し く 建 て ら れ た 。 午 後 に は 市 内 の 炭 鉱 博 物 館 を

見 学 し た 。 ボ ー フ ム 市 を 中 心 と す る ル ー ル 工 業 地 帯 は 1 8 0 0 年 代 か ら 炭 鉱 産 業 や 鉄 鋼 産 業

で 栄 え た 場 所 で あ り 、 炭 鉱 閉 鎖 さ れ た 1 9 8 0 年 代 ま で は 炭 鉱 に よ る 産 業 に 依 存 し て い た 。

そ の 後 不 景 気 と な っ た 市 を 再 生 さ せ る べ く 、 8 つ の 大 学 や Ｉ Ｔ 産 業 な ど 次 世 代 の 企 業 を 誘

致 し 、 復 興 を 果 た し て い る 。 そ の 点 で つ く ば 市 と 似 た よ う な 環 境 で あ り 、 そ の た め に 合 意

書 が 締 結 さ れ た と 考 え ら れ る 。  

5 日 目 は そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 に 分 か れ て そ れ ぞ れ の 国 に お け る 専 門 職 の 状 況 の 意 見 交 換

や 今 後 の 交 流 に つ い て の 打 ち 合 わ せ が 行 わ れ た 。 午 後 に は そ れ ぞ れ の 分 野 に 分 か れ て ド イ

ツ の 施 設 を 訪 問 し た 。 同 日 夜 に は 送 別 会 が 行 わ れ 、 公 式 な 行 事 は 終 了 し た 。  

翌 日 、 松 村 は 近 隣 の W i t t e n 市 に あ る W i t t e n / H e r d e c k e 大 学 と い う ド イ ツ で は 極 め て

稀 で あ る 私 立 大 学 （ ド イ ツ の 大 学 は ほ と ん ど が 州 立 ） を 訪 問 し た 。 こ こ に は 医 学 部 が あ り 、

筑 波 大 学 と 同 様 に P r o b l e m  B a s e d  l e a r n i n g を 大 幅 に 取 り 込 ん だ 先 進 的 な 医 学 教 育 を 取

り 入 れ て お り 、 H S G と 連 携 し て I P E 教 育 を 行 っ て い る 。 同 大 学 の 教 育 担 当 副 学 長 、 医 学

学 科 長 と 意 見 交 換 を 行 っ て 今 後 の 連 携 に つ い て も 話 し あ っ た 。  



 

W i t t e n / H e r d e c k e 大 学 キ ャ ン パ ス 。 ド イ ツ に は 珍 し い 木 造 校 舎 （ 環 境 に 配 慮 し た と の 事 ）  

 

今 回 の 訪 問 に お い て 日 本 、 ド イ ツ に お け る 医 療 職 教 育 、 社 会 に お け る 立 ち 位 置 が 極 め て

類 似 し て い る こ と が わ か り 、 今 後 両 者 の 良 い 点 を お 互 い に 学 び 、 課 題 に 対 し て も 戦 略 的 に

取 り 組 ん で い く こ と の 重 要 性 を 改 め て 感 じ た 。  

日 本 も ド イ ツ も 英 語 に つ い て は n o n - n a t i v e な 国 で あ り 、 比 較 的 わ か り や す い 英 語 で 交

流 す る こ と が で き た の で 、 今 後 と も 教 職 員 、 学 生 と も に 交 流 が し や す い 相 手 で は な い か と

思 わ れ た 。 Ｈ Ｓ Ｇ B o c h u m も 改 め て Ｉ Ｐ Ｕ Ｈ Ｓ と の 交 流 の 重 要 性 を 感 じ 取 っ て く れ 、 今

後 と も 積 極 的 に 交 流 し て い く こ と を 確 認 し た 。  

Ｈ Ｓ Ｇ B o c h u m な ら び に ド イ ツ ボ ー フ ム 市 を 含 む 外 国 の 街 の 雰 囲 気 を 感 じ 取 る こ と は

学 生 に と っ て も 有 意 義 な 体 験 で あ る と 思 わ れ る の で 学 内 で も し っ か り と し た 英 語 教 育 （ 自

己 学 習 が 最 も 重 要 で あ る が ） を 受 け て 積 極 的 に 異 文 化 、 異 国 に 触 れ て い た だ き た い と 願 っ

て い る 。  



日 程 【 第 １ 日 目 ： ８ 月 ２ ９ 日 ( 月 ) 】  

時 間  行 事  写 真   コ メ ン ト  
8 / 2 8  
2 0 : 0 0  
 
 
 
 

成 田 空 港 集 合  

 

2 2 時 と 遅 い 時 間 で の フ ラ イ
ト で あ っ た た め 人 は ま ば ら
で 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感
染 リ ス ク は 低 か っ た 。  

4 : 0 0  
 
 
 
 
 

ド バ イ 空 港 到 着  

 

非 常 大 き な ハ ブ 空 港 で あ っ
た が 、 早 朝 の フ ラ イ ト の た
め 人 は ま ば ら で 新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス の 感 染 リ ス ク は 低
か っ た 。  

8 / 2 9  
1 3 : 0 0  
 
 
 
 

ジ ュ ッ セ ル ド ル フ
空 港 到 着  

 

荷 物 の 受 け と り に 1 時 間 程
か か っ た が 、 送 迎 に 来 て く
だ さ っ た 現 地 ス タ ッ フ 2 名
と 無 事 に 合 流 が で き 、 車 で
ボ ー フ ム 市 内 に 向 か う 。  

1 8 : 0 0  
 
 
 
 
 
 

協 定 大 学 間 交 流  

 

T i m m r e c k （ 学 長 ）  
B i l d a （ 副 学 長 ） O l t m a n
（ 作 業 療 法 学 科 長 ） J a n s e n
（ 国 際 交 流 部 長 ） と 訪 問 プ
ロ グ ラ ム の 確 認 と 参 加 者 の
研 究 概 要 等 を 共 有 し た 。  

 

 

 

 

 



日 程 【 第 ２ 日 目 ： ８ 月 ３ ０ 日 ( 火 ) 】  

時 間  行 事  写 真   コ メ ン ト  
1 0 : 0 0  
 
 
 
 
 

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン  
① 本 学 に つ い て  
② ド イ ツ の 医 療 制 度  

テ ィ ム レ ッ ク 学 長 、 松 村 学
長 に よ る 大 学 紹 介 ， お よ び
シ ュ ミ ッ ツ 教 授 に よ る ド イ
ツ の 医 療 シ ス テ ム に つ い て
の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に よ
り 、 両 大 学 、 両 国 の 共 通
点 、 相 違 点 な ど に つ い て デ
ィ ス カ ッ シ ョ ン さ れ た 。 具
体 的 に 松 村 学 長 か ら 本 学 の
概 要 に つ い て 説 明 が あ り 、
そ の 後 P r o f .  S h m i t z か ら ド
イ ツ の 医 療 制 度 に 関 す る 発
表 が あ っ た 。 ド イ ツ の 医 療
制 度 は 、 公 的 保 険 と 私 的 保
険 の ２ つ が 存 在 し て い る こ
と 、 医 療 費 負 担 は 年 収 や 年
齢 に よ っ て 変 わ る こ と を 学
ん だ 。  

1 4 : 0 0  
 
 
 
 

キ ャ ン パ ス ツ ア ー  各 学 科 の 教 室 を 視 察 し た 。
作 業 療 法 学 科 や 助 産 学 科 の
教 室 に は 本 学 で も 使 用 し て
い る 機 器 等 が あ っ た 。 理 学
療 法 学 科 の 教 室 は ト レ ー ニ
ン グ マ シ ン が 多 数 あ り 本 学
と は 大 き く 異 な り 、 今 後 の
大 学 間 交 流 に お け る 視 座 を
得 た 。 キ ャ ン パ ス 内 に あ る
研 究 機 関 や 企 業 を 訪 問 ・ 見
学 し 、 各 社 の 取 り 組 み に つ
い て 聴 講 し た 。  
【 P R O D I 】 タ ン パ ク 質 診 断
研 究 セ ン タ ー  
【 A e s c u l a p  A k a d e m i e 】  
医 療 従 事 者 向 け セ ミ ナ ー や



 

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 運 営  
【 V i s i o n  C U B E 1 7 】 ス マ
ー ト ヘ ル ス の イ ノ ベ ー シ ョ
ン 企 業 ， 新 興 企 業 の 拠 点 施
設 ．  

1 5 : 3 0  
 
 
 
 

大 学 周 辺 施 設 視 察  

 

大 学 に 周 囲 に は 民 間 の 企 業
や 研 究 施 設 が 複 数 あ り 、 そ
の 内 ガ ン の 調 査 や デ ー タ 管
理 を 行 う 研 究 所 、 医 師 の 医
療 機 器 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ
ー 、 人 体 セ ン サ ー を 開 発 す
る 企 業 を 視 察 し た 。 大 学 と
の 交 流 は 現 在 検 討 中 と の こ
と で 、 産 学 連 携 に 関 す る 視
座 を 得 た 。  

 

  



日 程 【 第 ３ 日 目 ： ８ 月 ３ １ 日 ( 水 ) 】  

時 間  行 事  写 真   コ メ ン ト  
8 : 0 0  
 
9 : 0 0  
 
1 1 : 0 0  
 
 
 

市 役 所 訪 問  
 
市 内 散 策  
 
市 長 と 懇 談  

 

ボ ー フ ム 市 役 所 と 庁 舎 を 訪
問 し セ レ モ ニ ー に 参 加 し
た 。 そ の 後 、 ボ ー フ ム 市 内
近 郊 を バ ス で 移 動 し た 。 炭
鉱 の 歴 史 が あ り 、 関 連 す る
施 設 が 多 数 あ り 、 そ の 他 に
講 堂 、 教 会 な ど が 点 在 し て
い た 。 市 内 に あ る 病 院 の 多
く は 教 会 が 建 設 し て い る も
の が 多 い と の こ と で 、 教 会
が 併 設 さ れ て い つ 病 院 も あ
り 、 日 本 と の 違 い を 学 ん
だ 。 ボ ー フ ム 市 長 よ り 訪 問
の 挨 拶 を 頂 戴 し 、 松 村 学 長
が 訪 問 記 念 の 署 名 を 行 っ
た 。 A n n e l i e s e  B r o s t  
M u s i k f o r u m 、 H a u s  
K e m n a d e な ど ボ ー フ ム 市
内 の 名 所 を バ ス で 巡 り 、 見
学 し た  
 

1 4 : 0 0  
 
 
 
 
 
 
 

グ ル ー プ 1  
ド イ ツ 鉱 山
博 物 館 視 察  
（ 松 村 学
長 、 木 口 、
倉 本 ）  

 

ド イ ツ 鉱 山 博 物 館 を 視 察
し 、 ボ ー フ ム 市 内 に お け る
鉱 山 発 掘 の 歴 史 と 労 働 者 の
健 康 被 害 に 関 す る 資 料 を 閲
覧 し た 。 年 間 3 6 万 人 が 訪 れ
る 世 界 最 大 の 鉱 業 博 物 館 。
ボ ー フ ム は 鉄 と 石 炭 の 町 と
し て 成 長 し た 歴 史 が あ り 、
後 日 訪 問 し た
B e r g m a n n s h e i l 病 院 は 鉱 山
労 働 者 の 医 療 支 援 を 目 的 に
建 設 さ れ た こ と を 学 ん だ 。  



1 5 : 3 0  
 
 
 
 
 
 
 

グ ル ー プ 2  
助 産 施 設
（ Ｉ Ｓ Ｉ Ｓ ）
視 察 （ 山 波 、
木 口 ）  

 

病 院 で は な く 地 域 で の 出 産
前 後 の 妊 婦 の 支 援 を 行 う 施
設 を 視 察 し た 。 出 産 前 後 で
の タ イ ム リ ー な 無 料 支 援 体
制 が あ り 、 ド イ ツ の し 出 生
率 の 向 上 や 、 虐 待 等 の 抑 制
に も つ な が っ て る こ と を 学
ん だ 。 ま た 助 産 施 設 の 見 学
だ け で な く 自 助 具 の 販 売 施
設 訪 問 を 行 な っ た 視 察 先 は
複 数 の 診 療 が あ る が 産 科 が
主 と な る 施 設 で あ っ た 。 出
産 の 方 法 に つ い て 自 己 選 択
で き る 機 会 が 設 け ら れ て い
た り 、 リ ラ ッ ク ス で き る よ
う に 様 々 な 環 境 調 整 が 行 わ
れ て い た 。  

  



日 程 【 第 ４ 日 目 ９ 月 １ 日 ( 木 ) 】  

時 間  行 事  写 真   コ メ ン ト  
9 : 4 0 -  
1 2 : 3 0  
 
 
 
 
 

①  大 学 施 設
見 学  

 
②  分 科 会  
１ ） 看 護  
２ ）  
作 業 療 法  
３ ） 助 産  

大 講 義 室  

 

大 講 義 室 や カ フ ェ テ リ ア な
ど 、 学 生 が よ く 利 用 す る 施 設
を 視 察 し た 。  
そ の 後 、 各 学 科 に 分 か れ 分 科
会 と し て ミ ー テ ィ ン グ を 実 施
し た 。 看 護 、 助 産 、 作 業 療 法
の 3 グ ル ー プ に 分 か れ て 、 学
部 教 育 や 共 同 研 究 に つ い て デ
ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ た 。 作
業 療 法 の グ ル ー プ で は 、 各 々
の 研 究 テ ー マ の 紹 介 、 と
P A J A K O 申 請 に 向 け た 具 体
的 な 研 究 計 画 に つ い て 相 談 し
た 。 オ ン ラ イ ン 交 流 で は 難 し
い 、 現 物 を 用 い た タ イ ム リ ー
な デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う こ
と が で き た 。  

1 3 : 3 0 -  
1 6 : 3 0  
 
 
 
 

グ ル ー プ １  
ボ ー フ ム 労
災 病 院  

 

グ ル ー プ １  
ボ ー フ ム 労 災 病 院 （ 鉱 山 労 働
者 の 医 療 支 援 を 目 的 に 設 立 さ
れ た 病 院 で あ り 、 現 在 は 労 災
病 院 と し て の 役 割 も あ る ） を
訪 問 し 、 最 新 の リ ハ ビ リ 研 究
に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。
ま た 、 同 敷 地 内 に あ る サ イ バ
ー ダ イ ン ス タ ジ オ を 訪 問 し 、
施 設 を 視 察 す る と 共 に H A L
を 利 用 し た リ ハ ビ リ を 行 う 患
者 に H A L に 関 す る 意 見 を 聞
い た 。 ま た 脊 髄 損 傷 支 援 ユ ニ
ッ ト を 視 察 し 、 ロ ボ ッ ト ス ー
ツ H A L を 用 い た リ ハ ビ リ 見
学 や 、 研 究 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
を 行 っ た 。 H A L 専 用 の ト レ



 

ー ニ ン グ 施 設 も あ り ロ ボ ッ ト
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 導 入 に
関 す る 視 座 を 得 た 。  

 

 

日 程 【 第 ６ 日 目 ９ 月 ２ 日 ( 金 ) 】  

時 間  行 事  写 真   コ メ ン ト  
午 前  
 

復 路 便 の
調 整  

 帰 国 前 Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 の 書 類 整 理
お よ び 復 路 便 変 更 に 対 処 す
る 。  

1 5 時  
 
 
 
 
 

医 学 史 博
物 館 お よ
び 関 連 施
設 訪 問  

 

医 学 史 博 物 館 と 近 隣 に あ る 医
学 史 が 学 べ る 施 設 を 訪 問 し 、
医 学 史 お よ び ド イ ツ の 文 化 的
発 展 つ い て 学 ん だ 。  

  



訪問団 報告 作業療法学科 木口 尚人 

  

今 回 約 1 週 間 ド イ ツ へ 訪 問 し た 。 U n i v e r s i t y  o f  H e a l t h  S c i e n c e s 、  B o c h u m  

( H o c h s c h u l e  f ü r  G e s u n d h e i t ) 以 下 、 ボ ー フ ム 健 康 科 学 へ の 視 察 で 学 ん だ 作 業 療 法 教 育

お よ び 、 作 業 療 法 実 践 を 中 心 に 報 告 す る 。  

  

ボ ー フ ム 健 康 科 学 大 学 に 作 業 療 法 学 科 の 学 部 が あ り 、 修 士 課 程 お よ び 博 士 課 程 は 設 け ら

れ て い な い 。 そ も そ も 、 ド イ ツ 国 内 に は 4 年 生 大 学 が 4 校 の み で 他 は す べ て 専 門 学 校 で

あ る と の こ と で あ っ た 。 加 え て 、 専 門 学 校 で は 在 学 中 に 様 々 な 奨 学 金 を 受 け る こ と が で

き 、 学 生 は 学 費 を ほ と ん ど 支 払 う こ と な く 作 業 療 法 士 免 許 を 習 得 で き る た め 、 作 業 療 法 士

を 目 指 す 者 の 多 く が 専 門 学 校 を 志 望 し 、 わ ざ わ ざ 4 年 生 大 学 を 卒 業 す る メ リ ッ ト が ほ と

ん ど な い 現 状 に あ る と の こ と で あ っ た 。 （ ボ ー フ ム 健 康 科 学 大 学 を 目 指 す 学 生 の 志 望 理 由

は 、 将 来 海 外 で 働 く こ と や 、 研 究 活 動 へ の 興 味 と い っ た も の が あ る と の こ と で あ っ た ） 一

般 的 に 作 業 療 法 士 に な る た め 、 修 士 課 程 ま た は 博 士 課 程 を 修 了 す る こ と が 世 界 的 に は ス タ

ン ダ ー ド に な っ て い る 中 、 専 門 学 校 卒 で 作 業 療 法 士 に な れ る 日 本 と ド イ ツ は 数 少 な い 非 常

に 珍 し い 国 に な る 。 そ の た め 、 入 学 時 点 の 作 業 療 法 学 生 の レ ベ ル や 、 教 育 環 境 な ど に は 共

通 す る 点 が あ り 、 両 国 の 問 題 お よ び そ の 解 決 策 は 双 方 で 共 有 し 適 応 で き る 可 能 性 が あ る こ

と を 学 ん だ 。  

  

こ う し た 背 景 も あ り 、 学 内 の 教 室 を 見 学 し た が 、 作 業 療 法 学 科 の 教 室 は 本 学 と 同 様 に 、

在 宅 生 活 を 模 し た Ａ Ｄ Ｌ 室 が 整 備 さ れ て い た 。 こ の 点 は 、 こ れ ま で 視 察 し た 、 イ ギ リ ス

（ ク イ ー ン マ ー ガ レ ッ ト 大 学 ） 、 ア メ リ カ （ 南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 、 イ リ ノ イ 州 立 大 学 ）



と も 似 て い た 。 使 用 さ れ て い る 、 自 助 具 も 日 本 で 使 用 し て い る も の と 共 通 点 が 多 く 、 く ぎ

付 き ま な 板 、 シ ャ ワ ー チ ェ ア な ど が 整 備 さ れ て お り 、 学 生 は こ う し た 道 具 の 使 用 方 法 を 学

ぶ 授 業 が あ る と の こ と で あ っ た 。 一 方 、 理 学 療 法 学 科 の 教 室 は 日 本 と 同 様 に 、 プ ラ ッ ト フ

ォ ー ム 台 が 設 置 さ れ て い る 教 室 も あ っ た が 、 日 本 で は あ ま り 目 に し な い 、 一 般 的 な ス ポ ー

ツ ジ ム に 設 置 さ れ て い る パ ワ ー ト レ ー ニ ン グ の マ シ ン が 多 数 設 置 さ れ て い る 教 室 が あ っ

た 。 学 生 は Ｏ Ｓ Ｃ Ｅ の よ う な 試 験 で 、 模 擬 患 者 に 対 し て 適 切 な マ シ ー ン の 選 択 と そ の 使 い

方 の 説 明 を す る と い っ た 課 題 が あ る と の 説 明 を 受 け た 。 ボ ー フ ム 市 内 に は い く つ か 理 学 療

法 士 が 開 業 し て い る 施 設 が あ り 、 そ こ で は 主 に 高 齢 者 を 対 象 に 運 動 療 法 が 行 な わ れ て お

り 、 こ の よ う な マ シ ン を 使 用 す る こ と が あ る と の こ と で あ っ た 。 今 回 の 視 察 で 直 接 理 学 療

法 学 科 の 教 員 と お 会 い す る こ と が で き な か っ た た め 、 今 後 の 交 流 で 意 見 交 換 を 行 な っ て い

き た い 。  

 作 業 療 法 の 基 本 的 な 理 解 は 、 Ｗ Ｆ Ｏ Ｔ の 作 業 療 法 の 定 義 を 基 盤 に し て お り 、 作 業 療 法 理

論 や 、 作 業 に 関 す る 治 療 学 、 基 本 的 な 運 動 学 等 に 関 す る 講 義 で 構 成 さ れ て い る と の こ と で

あ り 、 実 習 期 間 も 含 め 、 教 育 内 容 に つ い て は 日 本 の 教 育 と 似 て い た 。 し か し 、 作 業 療 法 教

育 に お い て 明 確 に 決 ま っ て い る 指 導 要 領 と い っ た も の は な く 、 各 大 学 で 授 業 の 構 成 や 履 修

の 時 期 な ど は 自 由 に 調 整 で き る と の こ と で あ っ た 。 そ の た め 、 特 に 専 門 学 校 と 大 学 間 で は 、

授 業 内 容 に ば ら つ き が 大 き く 、 卒 後 作 業 療 法 士 の 知 識 の 差 が 問 題 に な っ て い る そ う だ 。 日

本 に お い て も 、 国 が 定 め る 指 導 要 領 な ど あ る が 学 習 内 容 は 養 成 校 ご と で 差 が あ り 、 作 業 療

法 教 育 上 の 課 題 に つ い て 相 互 で 取 り 組 む こ と が で き る の か も し れ な い こ と を 学 ん だ 。   

 作 業 療 法 実 践 に つ い て 、 残 念 な が ら 今 回 の 視 察 で 、 作 業 療 法 の 実 践 場 面 を 直 接 見 学 す る

こ と は で き な か っ た 。 作 業 療 法 養 成 校 教 員 お よ び 、 病 院 職 員 か ら 得 ら れ た 情 報 に つ い て 以

下 に 、 報 告 す る 。  



  

ド イ ツ の 作 業 療 法 の 実 践 領 域 は 、 主 に 発 達 障 害 、 身 体 障 害 、 老 年 期 障 害 領 域 、 精 神 領 域

で あ り 一 定 数 が 作 業 療 法 と は 直 接 関 係 の な い 一 般 的 な 企 業 に 入 職 す る と の こ と で あ り 、 こ

の 点 は 日 本 と 同 じ 傾 向 で あ っ た 。 ボ ー フ ム 市 内 に 限 っ た こ と で あ る の か 確 認 が と れ な か っ

た 、 ボ ー フ ム 市 内 複 数 の 病 院 が あ り 、 そ れ ぞ れ の 病 院 に は 中 心 的 な 診 療 科 が あ る と の こ と

で あ っ た 。 今 回 視 察 し た 、 助 産 病 院 で は 産 科 が 有 名 な 病 院 と の こ と で あ っ た が 、 産 科 以 外

に も 、 神 経 内 科 や 整 形 外 科 な ど も 併 設 さ れ た 。 し か し 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 は な く 、 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 関 連 職 は い な い た め 入 院 お よ び 外 来 で リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け る こ と

は で き な い と の 説 明 を 受 け た 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け る た め に は 、 他 の 病 院 に 転 院 す

る か 、 退 院 を し て 外 来 等 に 係 る 必 要 が あ る と の こ と で あ っ た 。 日 本 で は ほ と ん ど の 病 院 に

は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 関 連 職 種 が 在 籍 し て お り 、 ど こ に 入 院 し て も サ ー ビ ス を 受 け る こ と

が で き る た め 、 病 院 実 践 の あ り 方 は 異 な っ て い る よ う で あ っ た 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提

供 体 制 は 、 日 本 同 様 に 介 入 時 間 が 定 め ら れ て い る よ う で 、 ア メ リ カ や イ ギ リ ス の よ う な 成

果 報 酬 で な く 時 間 報 酬 で あ る 点 は 非 常 に 興 味 深 く 、 今 後 の 交 流 で は 、 臨 床 実 践 を 中 心 に 視

察 、 情 報 交 換 を 行 な っ て い き た い 。  

  

以 上 、 作 業 療 法 学 科 の 教 員 と し て 今 回 の 視 察 に 参 加 し 、 ド イ ツ に お け る 作 業 療 法 教 育 お

よ び 作 業 療 法 実 践 を 中 心 に 学 び や 経 験 す る こ と が で き た 。 昨 今 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 世

界 的 な パ ン デ ミ ッ ク に お い て 、 日 本 国 内 の 報 道 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ 等 諸 外 国 で は 、 基 本 的 に

マ ス ク は 着 用 せ ず パ ン デ ミ ッ ク 前 と 変 わ ら な い 様 子 が 連 日 報 道 さ れ て い が 、 実 際 は 異 な っ

て お り 驚 い た 。 屋 内 や 公 共 交 通 機 関 の 中 で は マ ス ク の 装 着 が 必 須 で あ り 、 ほ と ん ど の 市 民

が マ ス ク を 装 着 し て い た 。 加 え て 使 用 し て い る マ ス ク は 不 織 布 マ ス ク で は な く 、 Ｎ 9 5 マ



ス ク の 様 な も の が 主 流 で あ り 感 染 へ の 意 識 の 高 さ 伺 え た 。 視 察 前 は ヨ ー ロ ッ パ を 一 括 り に

感 染 対 策 が な さ れ て い な い と 偏 っ た 見 方 を し て い た こ と 反 省 し た 。  

  

日 本 と ド イ ツ は 世 界 的 に も 非 常 に 稀 な 教 育 体 制 を と っ て い る 数 少 な い 国 で あ り 、 今 後 更

な る 共 同 研 究 や 情 報 の 共 有 は 、 そ れ ぞ れ で 抱 え て い る 課 題 や 問 題 に 対 し て 共 有 す る 解 決 策

を 見 出 す き っ か け に な る 可 能 性 が 非 常 に 高 い 可 能 性 を 感 じ た 。 今 回 の 直 接 な 訪 問 に よ っ て

オ ン ラ イ ン 交 流 で は 叶 わ な か っ た 、 実 物 を 通 し タ イ ム リ ー な 意 見 交 換 を す る こ と が で き 、

現 在 進 め て い る 共 同 研 究 を 大 き く 進 展 す る こ と が で き た 。 両 国 、 両 大 学 間 交 流 を 発 展 さ せ

て い く こ と は 、 作 業 療 法 教 育 、 お よ び 臨 床 実 践 の 促 進 に つ な が る こ と を 確 信 で き 、 今 回 は

行 え な か っ た 学 生 交 流 も 含 め た 更 な る 発 展 に 向 け て 取 り 組 ん で い き た い 。  

 

 

 

 

 

作 業 療 法 学 科 の 教 室  理 学 療 法 学 科 の 教 室  



訪問団 報告 人間科学センター 倉本 尚美   

 

下記の通り、ボーフム健康科学大学の訪問について報告いたします。 

 

看護分野の分科会では、本学の山海准教授と共に看護学科の高齢者分野教授である Markus Wubbleler 教

授とミーティングを実施した。ミーティングでは、ドイツと日本における看護師の現状（教育、職場環境

など）についてディスカッションを行なった後、それぞれの大学における看護学部の教育プログラムにつ

いて情報交換を行なった。また、今後の共同研究にむけた提案をし、実施について同意を得ると共に具体

的な研究計画について議論した。 

 

また、大学内の施設について説明を受け、講義室、実習室、教職員用の保育施設、図書館およびカフェ

テリア等を見学した。教職員用の保育施設では、緊急時に子供と過ごしながら仕事ができる環境が整えら

れた個室が用意されており、必要時に使用が可能になっていた。図書館では、学生が利用するだけでなく、

患者が参考になる文献等の貸し出しが可能となっており、地域の人々が活用できる場となっていた。 

また、近隣の医療機器・サービス関連企業を訪問し、最新の医療機器や AI を駆使した医療サービスにつ

いて説明を受け、教育機関と企業の共同研究について意見交換を行なった。 

 

大講義室                            カフェテリア 

  図書館（患者用コーナー） 



  

また滞在中はドイツ炭鉱博物館(Deutsches Bergbau-Museum、 Bohum)で視察を行なった。ボーフム市は

ライン川の東側に位置し、ドイツのルール工業地帯に含まれる工業都市で有名である。そのため、ボーフ

ム市も他市と同様に炭鉱で工業を支えていた歴史が長く、炭鉱発掘は約１００年間続いていた。視察で訪

問したドイツ炭鉱博物館は、炭鉱の歴史および炭鉱発掘場の再現により当時の様子を伝えており、発掘作

業によって生じた健康被害、たとえば発掘中に生じた外傷だけでなく、騒音による聴覚障害、そして塵肺

症の発症など、多くの健康問題が報告されていた。 

 

上記の歴史をもつボーフム市で重要な医療施設が労災病院(Bergmannsheil 病院)である。 

 

 

 

 

 

 

今回の滞在中は、Bergmannsheil 病院を訪問する機会があり、訪問時に医工連携研究に関するミーティ

ングを実施し、お互いに研究を発表し、また意見交換や共同研究の可能性について検討を行った。ミーテ

ィング後は、同施設内 Cyberdyne Europe の HAL リハビリ施設の施設を訪問し、施設の設備について説明

を受けるとともに、HAL によるリハビリを実施している対象者と対話をし、HAL のリハビリを開始した

経緯やリハビリに関する感想などを聞くことができた。 

 

 

 



Bergmannsheil 病院と医工連携研究ミーティングの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院内 Cyberdyne Europe HAL リハビリ施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



訪問団 報告 看護学科 山波 真理  

 

 今回のボーフム健康科学大学への訪問では、分科会で助産領域の教員との出産環境や助産師教育に関す

る意見交換が行われたほか、助産施設 ISIS や Augusuta-Klinken の産科病棟など地域の関連施設に訪問し，

現地の助産師からも助産実践について情報交換する機会を得ることができた。 

  

1．ドイツにおける出産と助産実践について 

 医療機関でのフリースタイル出産導入や母乳育児の推進など、出産施設

でのケアのコンセプトは日本と共通する部分が多いと感じたが、日本では

通常妊娠中から出産、産後まで同一の医療機関で継続したフォローアップ

がされるのに対し、ドイツでは、妊婦健診はかかりつけの産婦人科に通院

し、出産は総合病院や産婦人科病院など妊婦健診とは別の施設でするのが

一般的であることが大きな相違点である。出産施設には通常

分娩予定日の１カ月ほど前に希望先に事前登録を行う。すべ

ての出産には助産師が立ち会うことが法で定められており日

本と同様に助産師の多くは出産施設で雇用されているが、開

業して出産前後のケアを専門に行ったり、自宅出産に対応し

ている助産師もいるほか、フリーランスとして出産施設と契

約している助産師もいるとのことであった。 

出産後の入院期間は数日程度であるが、退院後は助産師が自宅訪問して手厚いケアが提供されるのも

日本との大きな相違点である。助産師による産後の自宅訪問は、退院後の１０日間は毎日実施され、その

後も８週間は必要に応じて訪問が行われる。その間、助産師は母児の健康状態の観察のほか、乳房ケアや

授乳指導、育児技術のアドバイスなどあらゆるケアを提供している。ドイツでは、こうした妊娠中のフォ



ローから産後の助産師の自宅訪問も含めて出産に関する費用はすべて公的保険でまかなわれており、ドイ

ツの助産師は、妊娠中のカウンセリング、出産に向けた準備の指導、産後の自宅訪問でのケアなどで妊娠

中から産後 1 年までの長期間、母子と濃厚に関わっていた。 

日本では近年産後うつの問題が非常に注目されており、スクリーニングやフォローアップ体制の整備

に力を入れている。しかしドイツの助産施設の助産師によると、産後にうつの傾向が気になるケースはほ

とんどないとのことであり、改めて助産師による出産前後のきめ細やかなケアの重要性を再認識した。 

 

２．助産師教育について  

 分科会では Lange 教授より、ドイツの助産師教育とボーフム健康科学大学のカリキュラムについての説

明を受けた。 

 日本の助産師は 3 年以上の看護師養成課程を経て看護師免許を取得

後、1 年以上の助産師養成課程の教育を受けて助産師免許取得のため

の国家試験受験資格が得られるが、ドイツの助産師教育はダイレクト

エントリーで看護師とは独立した教育プログラムで行われており、ボ

ーフム健康科学大学でも看護学科と助産学科は異なる学部に属してい

る。これまで助産師の多くは専門学校で養成されてきたが 2020 年の

法改正により助産師は学士過程での教育が必須となり、ボーフム健康

科学大学では学部での助産師教育以外にも法改正以前に免許を取得し

た助産師が学士号を取得するための教育課程も設置している。 

 助産学科は 1学年88名で約 60か所の実習施設と契約しており、卒業

までに学生 1 人当たり 40 例の分娩介助実習を行っている（日本の助産

師養成課程での必要分娩介助数は 10 例）。学内では仰臥位分娩ではなく、エビデンスに基づいたフリース

タイル分娩を教えているとのことであり、フリースタイル分娩の介助を学ぶための専用シミュレーターや、



水中出産専用のバスタブも学内の演習室に整備されていた。 

印象的であったのは実習におけるメンターシップ制度である。メンターシップは実習施設側、教育機

関側の双方に配置されており、互いに連携をとりながら、学生の学習段階に応じた課題の設定や試験の作

成、E メールによる実習に必要な情報提

供、技術面のフォローやメンタルサポー

トなど実習中の学生のサポーターとして

の重要な役割を果たしている。メンター

シップ制度を実施している教育機関はド

イツ内でもまだ少なく、ボーフム健康科

学大学では助産の教員がメンターシップ養成のための教育も担っていた。日本とドイツでは助産師養成課

程の違いがあるものの、カリキュラムや教育体制には参考になる取り組みが数多くあった。 

 

これまで数回のオンラインミーティングを重ねてきたが、今回は初の対面交流が実現し、大学教育や

臨床実践の実際に触れて多くの収穫が得られた視察となった。この訪問を機に、教育における協力体制の

強化や共同研究など、さらなる交流につなげていきたい。 

 

 


